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減らす 

 

① 必要適正量を意識して、その量を超えないように 

物を減らします。 

 

② 処分の基準を明確にします。１年以内使用の有無で、

判断すると処分しやすいです。 

 

③ 判断に迷う物は、保留箱へ移動します。保留箱には、

必ず見直し期限を定め、見直しを実施します。 

 

④ 日用品などのかたづけしやすい物から実施し、 

徐々に減らす習慣を身に付けます。 

 

⑤ 思い出の品は、写真撮影し、写真で保存する方法 

があります。 
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 物を増やさない 

 

① 類似用途の物は、一つ増えたら一つ減らす事が、 

大切です。 

 

② 流行の品など、一時的な満足感を満たすための物

などは、購入前に物のライフサイクルを考えます。 

 

分ける 

 

① 同じ種類や、使用目的別に分けて、まとめます。 

分類は、生活様式に合わせて実施します。 

  

② 使用頻度別に分けます。毎日使用する物と年に 

数回しか使わない物は、同じ種類でも分けて収納 

します。使用頻度の基準は、生活様式に合わせて 

決めてください。 

 

 

-4- 



収納する 

  

① 使用頻度の高い物から、取りやすい場所に収納 

します。 

 

② 収納スペースに余裕を持たせ、仕切りなどを有効 

活用します。 

 

③ ラべリングなどにより、中身が明確に判るように 

します。 

 

④ 「出す→使う→戻す」のサイクルに注意して収納 

します。 

 

⑤ 収納場所や方法が適切であれば、指定場所と 

します。 
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家の事、何でもご相談ください 

一級建築士事務所 

 


